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【手続補正書】
【提出日】令和2年1月8日(2020.1.8)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　駆動源により可動体を動作させる遊技機であって、
　第１制御手段と、
　前記第１制御手段により動作制御されて基準値を検出するとともに、該基準値からの磁
界の変化が基準範囲外となると前記第１制御手段に通知を行う磁石センサと、
　前記第１制御手段から出力される情報にもとづいて前記駆動源の動作制御を行い前記可
動体を動作させる第２制御手段と、
　閉鎖状態と開放状態とに変化可能な複数の扉体と、を備え、
　前記第２制御手段は、前記第１制御手段から出力される電源が投入されたことを特定可
能な特定情報にもとづいて前記可動体の初期動作を行い、
　前記第１制御手段は、電源が投入された後に前記第２制御手段に前記特定情報を出力し
、少なくとも前記第２制御手段による前記可動体の初期動作が終了するまで前記磁石セン
サに前記基準値を検出させず、
　前記第１制御手段は、複数の扉体が閉鎖状態である場合に、前記磁石センサに基準値を
検出させることが可能である、
　ことを特徴とする遊技機。
【請求項２】
　駆動源により可動体を動作させる遊技機であって、
　第１制御手段と、
　前記第１制御手段により動作制御されて基準値を検出するとともに、該基準値からの磁
界の変化が基準範囲外となると前記第１制御手段に通知を行う磁石センサと、
　前記第１制御手段から出力される情報にもとづいて前記駆動源の動作制御を行い前記可
動体を動作させる第２制御手段と、
　閉鎖状態と開放状態とに変化可能な複数の扉体と、を備え、
　前記第１制御手段は、前記複数の扉体のうち一の扉体が閉鎖状態である場合に、前記第
２制御手段に特定情報を出力するとともに、前記磁石センサに前記基準値を検出させ、
　前記第２制御手段は、前記第１制御手段から出力される前記特定情報にもとづいて前記
可動体の初期動作を行い、
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　前記第１制御手段は、複数の扉体が閉鎖状態である場合に、前記磁石センサに基準値を
検出させることが可能である、
　ことを特徴とする遊技機。
【請求項３】
　駆動源により可動体を動作させる遊技機であって、
　第１制御手段と、
　前記第１制御手段により動作制御されて基準値を検出するとともに、該基準値からの磁
界の変化が基準範囲外となると前記第１制御手段に通知を行う磁石センサと、
　前記第１制御手段から出力される情報にもとづいて前記駆動源の動作制御を行い前記可
動体を動作させる第２制御手段と、
　閉鎖状態と開放状態とに変化可能な複数の扉体と、を備え、
　前記第１制御手段は、
　電源が投入された後に前記第２制御手段に特定情報を出力し、
　前記複数の扉体のうち一の扉体が閉鎖状態である場合に、前記第２制御手段に所定情報
を出力するとともに、前記磁石センサに前記基準値を検出させ、
　前記第２制御手段は、前記第１制御手段から出力される前記特定情報および前記所定情
報にもとづいて前記可動体の初期動作を行い、
　前記第１制御手段は、複数の扉体が閉鎖状態である場合に、前記磁石センサに基準値を
検出させることが可能である、
　ことを特徴とする遊技機。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００９】
　（１）上記目的を達成するため、本願発明に係る遊技機は、駆動源により可動体（例え
ば、可動体３２）を動作させる遊技機であって、第１制御手段（例えば、遊技制御用マイ
クロコンピュータ１００）と、第１制御手段により動作制御されて基準値（例えば、基準
磁界設定部１３６ＩＷ２０４において設定される不正磁場を判定するための基準値）を検
出するとともに、該基準値からの磁界の変化が基準範囲外となると第１制御手段に通知を
行う磁石センサ（例えば、第１磁気検出器１３６ＩＷ１００や第２磁気検出器１３６ＩＷ
１０１）と、第１制御手段から出力される情報にもとづいて駆動源の動作制御を行い可動
体を動作させる第２制御手段（例えば、演出制御用ＣＰＵ１２０）と、閉鎖状態と開放状
態とに変化可能な複数の扉体と、を備え、第２制御手段は、第１制御手段から出力される
電源が投入されたことを特定可能な特定情報（例えば、設定確認処理終了コマンドや設定
変更処理終了コマンド、電断からの復旧を指示するコマンド、初期化を指示するコマンド
等の電源投入コマンド）にもとづいて可動体の初期動作を行い（例えば、演出制御用ＣＰ
Ｕ１２０がステップ７２ＡＫＳ０１４、７２ＡＫＳ０２３を実行する部分。図９－１１参
照）、第１制御手段は、電源が投入された後に第２制御手段に特定情報を出力し、少なく
とも第２制御手段による可動体の初期動作が終了するまで磁石センサに基準値を検出させ
ず（例えば、ＣＰＵ１０３がステップ１３６ＩＷＳ０２１、１３６ＩＷＳ０２３、１３６
ＩＷＳ０３２、および１３６ＩＷＳ０３３のいずれかと、ステップ１３６ＩＷＳ０３４ａ
～１３６ＩＷＳ０３４ｂの処理を実行する部分。図９－１２、図９－１３参照）、前記第
１制御手段は、複数の扉体が閉鎖状態である場合に、前記磁石センサに基準値を検出させ
ることが可能である、ことを特徴とする。
　そのような構成によれば、誤検出のおそれを低減することができる。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
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【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１０】
　（２）上記目的を達成するため、本願発明に係る遊技機の他の態様は、駆動源により可
動体（例えば、可動体３２）を動作させる遊技機であって、第１制御手段（例えば、遊技
制御用マイクロコンピュータ１００）と、第１制御手段により動作制御されて基準値（例
えば、基準磁界設定部１３６ＩＷ２０４において設定される不正磁場を判定するための基
準値）を検出するとともに、該基準値からの磁界の変化が基準範囲外となると第１制御手
段に通知を行う磁石センサ（例えば、第１磁気検出器１３６ＩＷ１００や第２磁気検出器
１３６ＩＷ１０１）と、第１制御手段から出力される情報にもとづいて駆動源の動作制御
を行い可動体を動作させる第２制御手段（例えば、演出制御用ＣＰＵ１２０）と、閉鎖状
態と開放状態とに変化可能な複数の扉体（例えば、遊技機用枠３）とを備え、第１制御手
段は、複数の扉体のうち一の扉体が閉鎖状態である場合に、第２制御手段に特定情報（例
えば、設定確認処理終了コマンドや設定変更処理終了コマンド、電断からの復旧を指示す
るコマンド、初期化を指示するコマンド等の電源投入コマンド）を出力するとともに、磁
石センサに基準値を検出させ（例えば、ＣＰＵ１０３がステップ１３６ＩＷＳ０２１ａ～
Ｓ０２１ｃ、１３６ＩＷＳ０２３ａ～Ｓ０２３ｂ、１３６ＩＷＳ０３２ａ～Ｓ０３２ｃ、
および１３６ＩＷＳ０３３ａ～Ｓ０３３ｂのいずれかの処理を実行する部分。図９－１４
、図９－１５参照）、第２制御手段は、第１制御手段から出力される特定情報にもとづい
て可動体の初期動作を行い（例えば、演出制御用ＣＰＵ１２０がステップ７２ＡＫＳ０１
４、７２ＡＫＳ０２３を実行する部分。図９－１１、図９－１４、図９－１５参照）、前
記第１制御手段は、複数の扉体が閉鎖状態である場合に、前記磁石センサに基準値を検出
させることが可能であることを特徴とする。
　そのような構成によれば、誤検出のおそれを低減することができる。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１１】
　（３）上記目的を達成するため、本願発明に係る遊技機の他の態様は、駆動源により可
動体（例えば、可動体３２）を動作させる遊技機であって、第１制御手段（例えば、遊技
制御用マイクロコンピュータ１００）と、第１制御手段により動作制御されて基準値（例
えば、基準磁界設定部１３６ＩＷ２０４において設定される不正磁場を判定するための基
準値）を検出するとともに、該基準値からの磁界の変化が基準範囲外となると第１制御手
段に通知を行う磁石センサ（例えば、第１磁気検出器１３６ＩＷ１００や第２磁気検出器
１３６ＩＷ１０１）と、第１制御手段から出力される情報にもとづいて駆動源の動作制御
を行い可動体を動作させる第２制御手段（例えば、演出制御用ＣＰＵ１２０）と、閉鎖状
態と開放状態とに変化可能な複数の扉体（例えば、遊技機用枠３）とを備え、第１制御手
段は、電源が投入された後に第２制御手段に特定情報（例えば、設定確認処理終了コマン
ドや設定変更処理終了コマンド、電断からの復旧を指示するコマンド、初期化を指示する
コマンド等の電源投入コマンド）を出力し（例えば、ＣＰＵ１０３がステップ１３６ＩＷ
Ｓ０２１、１３６ＩＷＳ０２３、１３６ＩＷＳ０３２、および１３６ＩＷＳ０３３のいず
れかの処理を実行する部分。図９－１６参照）、複数の扉体のうち一の扉体が閉鎖状態で
ある場合に、第２制御手段に所定情報（例えば、遊技機用枠３が閉鎖状態であることを指
定するコマンド）を出力する（例えば、ＣＰＵ１０３がステップ０５９ＩＷＳ００３の処
理を実行する部分。図９－１０参照）とともに、磁石センサに基準値を検出させ（例えば
、例えば、ＣＰＵ１０３がステップ１３６ＩＷＳ０３４ｃ～１３６ＩＷＳ０３４ｄの処理
を実行する部分。図９－１６、図９－１７参照）、第２制御手段は、第１制御手段から出
力される特定情報および所定情報にもとづいて可動体の初期動作を行い（例えば、図９－
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１７参照）、前記第１制御手段は、複数の扉体が閉鎖状態である場合に、前記磁石センサ
に基準値を検出させることが可能であることを特徴とする。
　そのような構成によれば、誤検出のおそれを低減することができる。


	header
	written-amendment

